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Ⅰ. はじめに 

 

小児は絶えず成長発達を続けており、その時期に応じた周囲の支援や関わり方が必要と

なる。児の成長発達の中で、親が育てづらいと感じる児の成長発達においては、時に親の理

解を超えて行動をすることがある。 

一般に育てづらい児と感じている親は「なぜだろう」「どうしてうちの子は」と思いなが

ら子育てをしているのが現状である。児との関わりにおいて、親が育てづらいと感じる児と

のコミュニケーションはやや難しく、児によって対応は変化し、多種多様な対応が求められ

る。 

発達障害や自閉症・多動症等、出生後数か月または数年後に初めて病名が告げられ、親は

今まで児への疑問、行動が腑に落ちて納得できる。そして、現状を受け止め初めて前向きに

子育てやリハビリに取り組むことが出来るようになる。 

一般的に児へのリハビリや関わりは早い方が良いとされている。しかし、病名が付く前よ

り支援や関わりが必要だが、できていないのが現状である。そこで、支援の一つとしてわら

べうたベビーマッサージを使用する。 

私は、25 年以上前に託児所勤務や育児支援のボランティア活動を経験している関係から、

知的障害援護支援員の資格を取得し、現在も子どもたちと関わるボランティア活動を行っ

ている。 

 10 年以上前にわらべうたベビーマッサージ資格を取得したことが契機となり、乳幼児を

対象としたわらべうたベビーマッサージ教室を開いていた。その間、親が育てづらいと感じ

る児と関わる機会があり、児とのコミュニケーション方法についても親やご家族から相談

を受けることもしばしばあった。 

 親が育てづらいと感じる児にとどまらず、親への支援も重要である。親と児を１つの単位

として捉え、育児支援を考慮していく必要がある。 

今回、病名が付く前の児に対して「親が育てづらいと感じる児」として調査する。わらべ

うたベビーマッサージをコミュニケーションツールとして用いることで、どのような効果

が得られたかを報告する。  

 

Ⅱ. 目的 

わらべうたベビーマッサージを実施し、「親が育てづらいと感じる児」に対する実施後の

反応、経過について調査、実施することによって個々の成長発達について記録・考察する。 

また、児と親への育児支援を繋げていき、親と共に考える機会や時間を設け、親の気持ち

に寄り添う、これからのわらべうたベビーマッサージの「親が育てづらいと感じる児」への

対応に生かしていくことを目的とする。 

 



Ⅲ. 方法 

・週に 1 回 CD を最初から最後まで流し、親が育てづらいと感じる児とその他の児も含め

て 1～3 人にわらべうたベビーマッサージを実施。 

・わらべうたベビーマッサージを親が出来ないときは、保護者の了解を得た上で指導者が実

施する。 

・1 人の時は丁寧に関わり、わらべうたベビーマッサージを実施する。 

・複数人の時は児の自由にさせる。 

・親が育てづらいと感じる児は、複数人含めずに行うよう心掛ける。 

・個々の表情や行動、発言を含む反応について、毎回記録する。 

 

Ⅳ. 注意  

・安全の為に部屋から出ないように気を付ける。 

・棚や物のない部屋で行う。 

・嫌がるときはすぐやめる。 

・好きな体位で行う。 

・音に過敏に反応を示す児には、児に合わせて音量を調整し CD を使う。 

    

Ⅴ. 対象児  

０歳～3 歳までの親が育てづらいと感じる児（A～F の 6 人）、その他の児（11 人）を含む

計 17 人・親４人 

「育児しづらい児のチエックリスト」を参考に点数をつける。 

点数が大きいほど、親が育児しづらいと感じる児となる。 

 

A 児 コミュニケーション 9 点 行動と遊び 9 点 睡眠 1 点 運動 1 点 

B 児 コミュニケーション 5 点 行動と遊び 6 点 睡眠０点 運動 0 点 

C 児 コミュニケーション 4 点 行動と遊び 6 点 睡眠０点 運動 0 点 

D 児 コミュニケーション 3 点 行動と遊び 3 点 睡眠 0 点 運動 0 点 身辺処理 2 点 

E 児 コミュニケーション５点 行動と遊び 6 点 睡眠 0 点 運動 0 点 

F 児 コミュニケーション 1 点 行動と遊び 1 点 睡眠 0 点 運動 0 点 身辺処理 1 点 



「育てづらさを感じている親支援のチェックリスト開発」（田村氏ら）参照 



 

Ⅵ. 結果 

親が育てづらいと感じる児のわらべうたベビーマッサージ経過表 

 

 

A 児 初回はまったくできなかったが、7 カ月後には立位でできるようになった。 

B 児 初回から少しでき、1 ヶ月後には立位でほぼできた。 

C 児 初回から少しでき、6 ヶ月後には立位でほぼできた。 

D 児 2 週間までできなかったが、1 ヶ月後には立位でほぼできた。 

E 児 初回から少しでき、8 ヶ月の時点では半分以上できた。 

F 児 初回から半分以上のでき、2 ヶ月後にはほぼできた。 

 

児の経過詳細 

・A 児 CD を流し歌いながら身体を撫でることから開始した当初は、目線が合わず無反応

だったが、3 ヶ月後は「コロコロピ」を連呼し、4 ヶ月後には、CD をかけた途端、音が

鳴っている方向へ顔を向けるようになった。 

・B 児 4 ヶ月には「あららハートハート」をリクエストするようになった。 

・C 児 「コロコロピ、あららハート」の時に戻ってきた。「ブランコ～自転車」を何度も

リクエストするようになった。 

・D 児 6 ヶ月「コロコロピ」だけ歌えるようになる。 

・E 児 常に動いており、わらべうたベビーマッサージできない事があったが、１ヶ月後に

は立位で触れるようになった。 

・F 児 CD をかけても自分の遊びに集中していたが、1 ヶ月以降からその他の児と一緒に

マッサージできるようになった。 

 

Ⅶ. 育てづらいと感じる児の親の声（原文引用） 

・わらべうたベビーマッサージを知ってからイライラすることが減った。 

・心が沈んでばかりいたが、歌っていると気分が紛れた。 

・育児に疲れて疲れてどうしようもなかった時にこのマッサージを知って、子どもとの接し

方ってこんな風にするんだと気が楽になった。 

・子どもの発する言葉が増えた。 

・目線が合うようになった。 

 



Ⅷ. 考察 

 その他の児においては、わらべうたベビーマッサージを実施することによって、笑顔や嬉

しそうな反応がみられ、継続することで親子共に信頼関係の構築につながったと考える。 

 親が育てづらいと感じる児は、個々の反応が違い、ひとまとめにして比較することができ

ないが、わらべうたベビーマッサージを実施した後の反応では、個々で明らかな変化が見て

取れた。成長発達においては、直接的に関与していると断定できないが、個々の反応から、

時間と回数をかける事によって、成長への影響はあると考えられる。 

 また、児だけでなく、母親の気持ちの切り替え方や現実を受け入れられない気持ち、育児

の捉え方への反応や変化が発言としてみられたことから、親の精神面での影響や効果は、今

後も期待できると予想される。 

 今後は、わらべうたキッズマッサージを通して、わらべうたベビーマッサージとの比較や、

継続の効果についても調査していきたいと考えている。 

 

 

 

 


